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研究成果の概要（和文）：

本研究の目的は、部門間の業務管理の効率化を図るビジネス・プロセス・マネジメント（BPM）

モデルをもとに、実際の企業に適用可能な業績管理モデルを構築するところにある。本研究は

業績管理モデルの構築と IT ツールの開発に重点を置いた。業績管理モデルの構築においては、

当研究の BPM モデルに時間主導型-活動基準原価計算（TD-ABC）を適用して原価の計算と管理が

可能なモデルを構築した。IT ツールの開発においては、中小企業で使える試用の簡易 IT ツー

ルの開発を行った。

研究成果の概要（英文）：

The purpose of this research is to build a performance management model applicable to 
companies in reality, based on the Business Process Management (BPM) model which aims 
to increase the efficiency of the process management in between departments. This 
research put emphasis on the construction of a performance management model and the 
development of IT tool for its model. In the construction of the performance management 
model, the model which enables calculation and management of the cost was built by the 
application of Time-Driven Activity-Based Costing (TD-ABC). In the development of IT tool, 
a simple IT tool which can be used in small and medium-sized enterprises was developed. 
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１．研究開始当初の背景

ビジネス・プロセス・マネジメント（BPM）

に関する研究領域は、従来のようにinとout

を計測するだけでなく、プロセスに注目す

る実践型の研究分野であり、下記のように、

「経営側からの要請」と「IT革新による支

援」のような環境変化により必要性と可能

性が認識されている。

①経営側からの要請

競争激化とインターネット上の容易な情
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報アクセスにより、取引の交渉権はベンダ

ー側から顧客に移り、企業としては、顧客

の視点から物事を考えて自社製品を企画・

提供する必要がある。すなわち、顧客を出

発点とする組織横断的な社内バリューチェ

ーンの管理が必須になっている。したがっ

て、顧客の視点からみる組織横断的なビジ

ネス・プロセスの業績を管理できるBPMモデ

ルの構築が経営側の要請に応える道である

と考える。

②IT革新による支援

1990年代に入ってビジネス・プロセスの

抜本的な見直しをITの支援により達成しよ

うとしたBPRは、当初期待された程のITの支

援が得られないまま失敗に終わり、その反

省 か ら 90 年 代後 半に ERP （ Enterprise

Resource Planning）を中心とした情報管理

が行われるようになった。しかし、ERPは実

務をコンクリットのような箱の中に閉じ込

め、変わっていく業務フローを支援するこ

とはできなかった。次第に、2000年代に入

って環境変化に応じて変わっていく業務フ

ローを柔軟に支援できるソフトウェアが開

発されるようになった。

しかし、このような「経営側からの要請」

と「IT革新による支援」により総合的なプ

ロセス管理モデルの必要性と可能性が認識

されているにもかかわらず、現在開発され

ているITツールは経営管理モデルを持たな

いまま、企業現場の管理プロセスをITツー

ルに載せるのに留まっている。さらに、

Institute of Management Accountantsの

2003年9月の調査では、回答企業の66％がビ

ジネス・プロセス革新の重要性を認めなが

ら、総合的な管理方法が不備であったため、

ビジネス・プロセス革新が成果をあげてい

ないと答えているが、このような企業側か

らの問題指摘も当研究の必要性を裏付ける

ものの一つである。

２．研究の目的

本研究では、組織横断管理における企業実

務のあるべき姿を理論的に考察して、望まし

い組織横断のビジネス・プロセスの流れを IT

ツールによって可視化するモデルの構築を

目指す。さらに、各プロセスの業績指標を可

視化して、実績を計測しながら、全体を改善

していく管理モデルの構築までを研究対象

とする。このような BPM モデルの構築により、

経営側の要請にもプロセス指向の IT ツール

にもなじみやすい業績管理が実現できると

考える。

３．研究の方法

当研究では、①プロセス指向の業績管理モ

デルの構築、②中小企業で使える試用の簡易

IT ツールの開発を目指し、次のような具体的

な方法により進める。

①業績管理モデルの構築

ここでは、今まで当研究グループが研究し

てきた BPM モデルを更に考察・拡張し、プロ

セスの要件とプロセス・テンプレートの作成、

インプット・アウトプットの因果関係の確立

のための KPI の設定方法、プロセス単位での

発生費用の把握を主な研究課題とする。この

ような研究課題については、管理会計分野で

最近議論されている時間主導型-活動基準原

価計算（TD-ABC）の研究成果を踏まえて、当

BPMモデルにTD-ABCを応用して適用する方法

を考察する。

②IT ツールの開発

投資資金が不十分な中小企業に適用でき

る簡易 IT ツールの開発を目指し、ソフトウ

ェア開発を本職とする当研究の協力研究者

の協力を得ながら、中小企業で使える試用の

簡易 IT ツールの開発を行う。

４．研究成果

研究はほぼ研究計画通りに進められた。3

年間の研究成果を項目別に要約すると次の

とおりである。

①業績管理モデルの構築に関する理論研究

理論研究では、最近の関連研究の成果を

本研究が目指しているモデルに反映し、よ

り構造的で説明力が高い概念フレームワー

クを構築することができた。特に、管理会

計分野で最近議論されている時間主導型-

活動基準原価計算（TD-ABC）の研究成果を

踏まえて、当BPMモデルにTD-ABCを応用して

適用することにより原価計算および原価管

理が可能なモデルを構築することができた。

当研究の成果は、学会で研究成果として報

告するとともに、関連学会誌に投稿するこ

とができた。

②ITツールによるプロセス管理テンプレー

トの構築

当研究の概念モデルの適用に向けて、特

に中小企業が適用しやすいモデル構築を目

指し、一定の成果を上げることができた。BPM

はIT支援を前提とする必要があるため、資金

余力が足りない中小企業にも使えるパイロ

ットテスト用の簡易ITツールを、IT専門家の

力を借りながら、作ることができた。



③研究成果の出版

今までの研究成果を世界に発信でき

るように、シンガポールにある出版社、

World Scientific社から2010年に英文

書籍として出版することができた。
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